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GaN 結晶では，強いイオン結合に起因して自発分極が発生していると考えられており，その傍

証も数多く報告されている。しかしながら，我々の知る限りでは，実験による直接観察は報告さ

れていない。他方，核磁気共鳴法 Nuclear Magnetic Resonance (NMR) は，物質を構成する原子核

をプローブとした分光法であるため，物質内部の電子状態を原子レベルで観察できる極めて強力

な実験的手法である。実際，これまで物性の分野では Bardeen・Cooper・ Shriefferによる超伝導の

標準理論（BCS理論）の実験的検証[1]にはじまり，様々な磁性体や新規の超伝導体の物性解明[2]

に寄与してきた。しかしながら，半導体に対しては，従来の超伝導体や磁性体に対する測定条件

では信号を観測することが困難であると認識されており，世界的に見ても NMR の手法はほとん

ど試みられていない。他方，我々は，ゼロから独自に構築し，改良を重ねてきた NMR 測定シス

テムを用い，超伝導体はもとより，半導体中の電子状態について，原子レベルで観測した様々な

知見を報告してきた[3]。 

	 今回，これまでの NMR 測定の経験を生かし，GaN 結晶中の自発分極を直接観察することに世

界で初めて成功した。さらに自発分極の方向も，一連の実験により明らかにした。すなわち， 

「自発分極は，c-GaNでは c面に垂直に，m-GaNでは m面に平行に生じている」 

ことを実験で明らかにした。 

	 講演では，まず「なぜ NMR で自発分極が直接観察できるのか」という基本原理を簡潔に述べ

たのち，今回の結果を詳細に報告する。 
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